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「
組
合
加
入
の
メ

リ
ッ
ト
は
な
ん
で

す
か
？
」
ま
た
こ

の
質
問
か
と
思
い

な
が
ら
も
、賃
金
・

労
働
条
件
を
改
善

で
き
た
実
例
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
や
「
じ
ち
ろ

う
共
済
」
制
度
な
ど
を
説
明
す

る
が
、ど
う
も
ス
ッ
キ
リ
せ
ず
、

逆
に
質
問
し
た
い
思
い
に
駆
ら

れ
る
。「
あ
な
た
は
、
例
え
ば

ど
ん
な
こ
と
が
あ
れ
ば
メ
リ
ッ

ト
と
感
じ
ま
す
か
？
」
▼
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ
た
同
僚
が
い

た
。「
組
合
に
入
っ
て
い
る
の

は
保
険
の
よ
う
な
も
の
。
何
か

あ
っ
た
時
に
は
助
け
て
も
ら
え

る
安
心
感
が
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
自
分
は
何
も
な
い
ま
ま

定
年
を
迎
え
る
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
自
分
が
組
合
に
入
っ
て

い
る
こ
と
で
、
何
か
あ
っ
た
誰

か
の
助
け
に
は
な
る
」
▼
キ
ツ

ネ
が
星
の
王
子
さ
ま
に
言
い
ま

し
た
。「
さ
っ
き
の
秘
密
を
い

お
う
か
ね
。
な
に
、
な
ん
で
も

な
い
こ
と
だ
よ
。
心
で
見
な
く

ち
ゃ
、
も
の
ご
と
は
よ
く
見
え

な
い
っ
て
こ
と
さ
。
か
ん
じ
ん

な
こ
と
は
、
目
に
見
え
な
い
ん

だ
よ
」（「
星
の
王
子
さ
ま
」
サ

ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
）

県本部大会特集号

１日　秋期闘争勝利！青年女性決起集会
（神戸市教育会館）

１日　2023確定闘争勝利！ 県本部決起集会
（県民オアシス）

19日　働く女性の交流集会（兵庫県学校厚生会館）

当面の日程

値（音）を上げる

大 西 英 剛

　

こ
の
１
年
間
、「
団
結
を
力

に
一
歩
前
へ
」と
訴
え
て
き
た
。

役
員
だ
け
が
要
求
を
考
え
頑
張

る
の
で
は
な
く
、
組
合
員
の
声

を
集
め
、組
合
員
と
共
に
考
え
、

共
に
活
動
す
る
と
い
う
取
り
組

み
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
運
動

の
前
進
と
組
織
の
強
化
に
つ
な

げ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

組
織
強
化
拡
大
で
は
、
単
組

で
の
組
合
運
動
の
強
化
、
組
織

拡
大
な
く
し
て
職
場
の
改
善
は

進
ま
な
い
。
労
働
条
件
の
到
達

点
を
引
き
上
げ
る
運
動
の
た
め

に
組
織
が
あ
り
、
働
く
人
を
守

る
と
い
う
労
働
運
動
と
、
支
え

る
組
織
を
持
続
可
能
な
も
の
と

す
る
た
め
に
も
、
団
結
の
力
で
一

歩
前
へ
の
言
葉
を
意
識
し
た
運

動
に
組
合
員
を
引
き
入
れ
、
運

動
を
通
し
て
新
規
採
用
者
の
組

合
加
入
な
ど
次
世
代
へ
の
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
。

　

次
に
、
現
業
公
企
闘
争
で
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
直
営
堅

持
の
た
め
の
新
規
採
用
者
確
保
、

安
心
し
て
働
け
る
労
働
環
境
改

善
。
確
定
闘
争
で
は
人
勧
完
全

実
施
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
昇

級
の
在
級
年
数
の
短
縮
や
初
任

給
の
格
付
け
改
善
、
中
途
採
用

者
の
前
歴
改
善
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
差
額
支
給
や
一
時
金

改
善
に
加
え
、
勤
勉
手
当
の
条

例
改
正
を
前
進
さ
せ
よ
う
。

　

最
後
に
、
い
つ
あ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
衆
議
院
解
散
総
選

挙
、
２
年
後
は
参
議
院
選
挙
が

あ
る
。
兵
庫
県
各
選
挙
区
予
定

候
補
の
推
薦
決
定
と
２
期
目
を

め
ざ
す
参
議
院
の
岸
ま
き
子
さ

ん
を
国
政
へ
、
ま
た
、
来
年
９

月
の
三
田
市
議
選
で
は
阪
神
淡

路
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
の
橋
本

維
文
さ
ん
が
立
候
補
を
決
意
し

た
。
す
べ
て
の
選
挙
闘
争
に
向

け
て
、
組
合
員
の
政
治
参
加
へ

の
促
進
を
進
め
よ
う
。

団結を力に一歩前へ
次世代への組織拡大へつなげよう

山下委員長あいさつ要旨

１年間の方針を全体で確認した

　

県
本
部
は
第
74
回
定
期
大
会
を
10
月
７
日
、
舞
子
ビ
ラ
で

開
催
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
や
、
組
織
強
化
に

向
け
て
統
一
闘
争
へ
の
結
集
な
ど
、
16
人
の
代
議
員
が
討
論

に
参
加
。
議
案
は
す
べ
て
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。

　

大
会
議
長
に
山
本
由
美
子
代

議
員
（
神
戸
市
従
）
と
出
田
美

由
紀
代
議
員
（
南
あ
わ
じ
市
職

労
）
を
選
出
。
山
下
忠
之
委
員

長
が
執
行
部
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
を
し
た
の
ち
、
連
合
兵
庫

の
福
永
明
会
長
、
兵
庫
県
よ
り

小
橋
浩
一
総
務
部
長
、
神
戸
市

の
今
西
正
男
副
市
長
、
立
憲
民

主
党
の
井
坂
信
彦
衆
議
院
議

員
、
部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連

合
会
の
坂
本
三
郎
委
員
長
、
国

民
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
兵
庫
推
進
本

部
の
住
山
弘
司
本
部
長
か
ら
来

賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

議
案
は
２
０
２
４
運
動
方
針

案
を
は
じ
め
、
確
定
闘
争
や
現

業
公
企
闘
争
を
は
じ
め
と
す
る

当
面
の
闘
争
方
針
案
な
ど
６
議

案
が
提
起
さ
れ
、
冒
頭
の
第
４

号
議
案
で
は
「
宝
塚
市
社
会
福

祉
協
議
会
労
働
組
合
結
成
に
向

け
、
宝
塚
市
職
労
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
当
該
職
員
と
数
回
に

わ
た
り
意
見
交
換
を
行
っ
た
結

果
、
本
年
６
月
26
日
に
結
成
大

会
が
開
催
さ
れ
、
自
治
労
加
盟

を
決
定
。
本
日
の
大
会
で
の
加

盟
承
認
を
求
め
る
」
と
提
案
さ

れ
、全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、

山
下
委
員
長
よ
り
組
合
旗
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
に
対
し
て
は
５
人

が
発
言
。
賃
金
闘
争
妥
結
内
容

や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医
療
従

事
者
の
処
遇
改
善
、
雇
い
止
め

阻
止
な
ど
、
こ
の
間
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
自
治
労
本
部

の
山
﨑
幸
治
副
委
員
長
、
岸
ま

き
こ
参
議
院
議
員
、
黒
田
一
美

県
会
議
員
よ
り
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
の
ち
、
議
事
の
部
で
は
、

政
治
闘
争
の
強
化
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
処
遇
改
善
、
単
組

組
織
の
強
化
な
ど
11
人
か
ら
発

言
が
あ
っ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
山
下
委
員
長

を
再
任
し
、
副
委
員
長
に
森
哲

二
さ
ん
（
県
職
労
）、
中
川
敬

市
さ
ん
（
丹
波
篠
山
市
職
労
）

の
２
人
を
、
ま
た
書
記
次
長
に

松
本
賀
仁
さ
ん
（
神
戸
市
従
）

を
新
た
に
選
出
し
、
今
後
２
年

間
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
た
。

組合旗を贈呈

　

参
議
院
議
員
と
な
り
４
年
が

経
過
し
た
。
２
年
後
の
選
挙
に

向
け
て
立
憲
民
主
党
か
ら
立
候

補
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
自
治

労
か
ら
推
薦
決
定
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
４
年
間
全
力
で
走
り
続

け
、
残
り
２
年
間
は
ど
う
や
っ

て
残
さ
れ
た
課
題
を
さ
ら
に
前

進
さ
せ
る
か
、
気
合
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
く
決
意
だ
。

　

例
え
ば
、
今
年
３
月
に
行
わ

れ
た
地
方
税
・
地
方
交
付
税
の

法
案
の
改
正
の
時
に
は
、
保
健

所
の
職
員
の
定
数
問
題
に
つ
い

て
取
り
上
げ
、
保
健
所
職
員
は

増
員
と
な
っ
た
。
ま
た
会
計
年

度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
を
来

年
の
４
月
か
ら
支
給
す
る
法
改

正
が
で
き
た
。

　

私
の
や
る
べ
き
事
は
た
く
さ

ん
あ
る
し
、現
場
の
皆
さ
ん
だ
っ

て
、
き
っ
と
満
足
し
て
い
な
い

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
っ

か
り
と
自
治
労
組
織
内
議
員
と

し
て
１
日
で
も
早
く
人
事
院
勧

告
の
取
り
扱
い
の
給
与
法
成
立

を
め
ざ
し
、
引
き
続
き
頑
張
る

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

今回の大会で退任された役員
副委員長　青木久実子（兵庫県職労）
副委員長　梅垣　耕平（丹波市職労）
執行委員　駒田　憲泰（国保労組）
執行委員　山根　正也（伊丹病院労組）
執行委員　三宅　一茂（宝塚市職労）
執行委員　坂口　和也（姫路市職）
執行委員　笹倉　　翼（多可町職）
執行委員　岡　　和巳（養父市職労）
会計監査　吉見　武士（丹波市職労）

退任された役員の皆さん、この間の活動
に感謝申し上げます。

現
場
の
課
題
に
全
力
で
取
り
組
む

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
が
あ
い
さ
つ
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基
本
に
立
ち
返
り
取
り
組
み
強
化
を

す
べ
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
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つ
け
る
こ
と

を
制
度
化
す

る
こ
と
を
実

現
し
た
。

　

何
年
も
働
い
て
い
る
の
に
賃

金
が
上
が
ら
な
い
の
は
お
か
し

い
と
売
上
実
績
を
反
映
し
た
加

算
金
を
要
求
し
、
全
国
で
初
め

て
売
上
額
に
応
じ
て
加
算
金
を

全
国
初
の
制
度
を
勝
ち
取
る

尼
崎
競
艇  　
　
　
　
　

労　
　

組  

坂
本
代
議
員

真
っ
当
な
賃
金
を

猪
名
川  　
　
　
　
　

臨
職
労  

本
田
代
議
員

　

人
勧
に
基
づ
き
ベ
ア
と
４
月

遡
及
、一
時
金
引
上
げ
を
要
求
。

当
局
は
「
期
末
手
当
が
下
が
っ

た
ら
下
げ
る
な
、
上
が
っ
た
ら

上
げ
ろ
」
と
言
う
の
は
お
か
し

い
と
言
う
が
、
低
賃
金
で
働
か

せ
て
い
る
当

局
は
恥
ず
か

し
く
な
い
の

か
。

た
た
か
い
は
続
い
て
い
る

明
石
病
院  　
　
　
　
　

労　
　

組  

金
子
代
議
員

　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応

で
看
護
職
員

等
処
遇
改
善
金
の
対
象
職
種
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
職

員
全
体
ま
で
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
医

療
従
事
者
は
、
ま
だ
ま
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
た
た
か
っ

て
い
る
。

ス
ト
背
景
に
結
果
を
得
た

み
の
り  　
　
　
　
　

労　

組  

坂
本
代
議
員

　

春
闘
で
は

物
価
上
昇
な

ど
負
担
が
大

き
く
賃
上
げ

要
求
を
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を

背
景
に
再
交
渉
を
実
施
し
、
ベ

ア
と
定
期
昇
給
、
給
料
表
改
善

で
妥
結
で
き
た
。
数
字
的
に
満

足
で
き
な
い
が
、
結
果
は
残
せ

た
。

　

学
童
保
育
で
、
夏
休
み
に
約

50
人
の
欠
員
。
穴
埋
め
を
全
員

で
カ
バ
ー
し
た
が
休
憩
も
満
足

に
と
れ
な
い
状
況
。
安
心
し
て

働
け
る
職
場
を
作
る
た
め
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
雇
止
め
闘

争
で
、理
不
尽
な
雇
止
め
を
阻
止

し
た
。
仲
間

を
守
れ
、
大

き
な
自
信
に

繋
が
っ
た
。

現
場
の
声
を
国
政
に

国
保
労
組  

松
本
代
議
員

　

デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
、

シ
ス
テ
ム
の

保
守
運
用
経

費
が
大
幅
に
増
額
す
る
見
込
み

で
住
民
や
働
く
者
へ
の
悪
影
響

を
危
惧
す
る
。
こ
の
間
、
自
治

労
組
織
内
参
議
院
議
員
と
情
報

共
有
・
提
供
を
受
け
て
き
た
。

引
き
続
き
、
連
携
し
現
場
の
声

を
国
政
に
届
け
て
も
ら
う
。

改
悪
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

尼
崎
嘱
託  　
　
　
　
　

労　
　

組  

伊
藤
代
議
員

　

当
局
か
ら

学
童
保
育
の

時
間
延
長
の

提
案
。
組
合

は
延
長
１
時
間
を
超
勤
対
応
と

す
る
よ
う
求
め
た
が
、結
果
、勤

務
時
間
を
ず
ら
す
こ
と
に
。
不

具
合
が
生
じ
た
場
合
は
協
議
す

る
こ
と
を
確
認
し
、改
悪
に
な
る

よ
う
な
事
は
受
け
入
れ
な
い
。

組
織
内
議
員
を
全
力
で
送
り
だ
す

三　

田  　
　
　
　
　

市
職
労  

池
本
代
議
員

　

過
去
に
は
組
織
内
議
員
が
い

た
が
、
議
員
が
勇
退
さ
れ
て
以

降
、
当
局
か
ら
合
理
化
案
な
ど

が
続
い
て
い
る
。
阪
淡
ブ
ロ
ッ

ク
の
橋
本
維
文
事
務
局
長
を
来

年
９
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に

組
織
内
候
補
と
し
て
擁
立
す

る
。
各
単
組

の
協
力
を
お

願
い
す
る
。

現
業
公
企
闘
争
を
全
力
で
取
り
組
む

明　

石  　
　
　
　
　

市
職
労  

井
上
代
議
員

　

現
業
公
企
闘
争
の
課
題
で
、

定
年
退
職
は
な
い
が
、
再
雇
用

の
任
期
満
了
が
あ
る
。
そ
れ
に

対
す
る
来
年
度
の
体
制
を
訴
え

て
い
き
た
い
。
明
石
ア
ス
ベ
ス

ト
裁
判
闘
争
、
支
え
る
会
の
総

括
総
会
を
企
画
し
て
い
る
。
最

後
ま
で
し
っ

か
り
と
進
め

て
い
き
た

い
。

勤
勉
・
４
月
遡
及
を
確
認

宝　

塚  　
　
　
　
　
　
　

市
職
労  

久
保
河
内
代
議
員

　

会
計
年
度

任
用
職
員
の

勤
勉
手
当
と

４
月
遡
及
は

実
施
の
方
向
で
回
答
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
学
童
保
育
の
勤
務

時
間
変
更
の
当
局
提
案
が
あ
っ

た
が
、
当
局
は
年
度
途
中
な
ら

不
利
益
だ
が
、
年
度
始
め
な
ら

不
利
益
で
は
な
い
と
言
っ
て
い

る
。統

一
闘
争
に
結
集
し
前
進
を

南
あ
わ
じ  　
　
　
　
　

市
職
労  

村
上
代
議
員

　

統
一
闘
争

で
は
、
課
題

を
共
有
し
、

よ
り
大
き
な

力
で
た
た
か
う
た
め
、
県
本
部

へ
結
集
し
風
穴
を
開
け
進
ん
で

い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
各
単
組
が

結
集
し
協
力
し
て
い
こ
う
。
県

本
部
に
は
統
一
闘
争
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
て
も

ら
い
た
い
。

通
知
文
の
発
出
を
求
め
る

淡
路
広
域  　
　
　
　
　

水　
　

労  

倉
本
代
議
員

　

中
途
採
用

者
の
賃
金
改

善
は
、
国
通

知
の
運
用
に

す
れ
ば
で
き
る
内
容
。
再
度
の

通
知
文
の
発
出
を
。
ま
た
、
会

計
年
度
職
員
の
遡
及
改
定
で
は

昨
年
、多
く
が
翌
年
１
月
改
定
。

遡
及
改
定
で
き
る
よ
う
、
県
市

町
振
興
課
か
ら
助
言
・
指
導
す

る
よ
う
県
本
部
に
求
め
る
。

非
正
規
の
仲
間
の
処
遇
改
善

社
保
労
連  

川
尻
代
議
員

　

月
２
回
の
分
会
長
会
議
へ
集

ま
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
開
催

し
て
き
た
。
年
度
末
に
非
正
規

職
員
の
仲
間
を
雇
止
め
で
失

い
辛
い
思
い
を
し
た
。
取
り

組
み
の
結
果
、
５
年
勤
務
で
無

期
化
を
実
現
。
ま
た
、
非
正
規

の
仲
間
の
賞
与
や
休
暇
の
改
善

を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き

た
。

公
募
試
験
を
続
け
る
な

丹　

波  　
　
　
　

臨
職
労  

泉
代
議
員

　

会
計
年
度
職
員
の
任
用
に
つ

い
て
、
当
局
と
は
再
度
任
用
に

お
い
て
確
認
書
を
交
わ
し
て
い

た
が
、
公
募
試
験
で
長
年
働
い

た
組
合
員
に
内
定
が
で
な
い
事

態
が
発
生
。
内
定
者
の
辞
退

で
、
繰
り
上
が
り
内
定
と
な
っ

た
。
公
募
試
験
を
続
け
る
当
局

に
粘
り
強
く

訴
え
続
け
て

い
く
。

不
当
な
賃
金
を
改
善
す
る

加
西
ク
ロ
ー
バ
ー  　
　
　
　
　

労　
　
　

組  

古
角
代
議
員

　

公
契
約
条

例
に
よ
り
下

限
額
が
改
定

さ
れ
、
下
回

る
者
の
み
調
整
し
た
が
、
複
数

年
、
同
じ
時
間
単
価
で
、
経
験

年
数
が
加
味
さ
れ
ず
、
昇
給
も

な
い
。
ま
た
、
60
歳
以
降
の
任

用
で
号
給
が
大
幅
に
下
が
る
。

60
歳
以
降
も
同
じ
業
務
な
の
に

賃
金
が
大
き
く
下
が
る
の
は
不

当
。
早
急
な
対
応
を
求
め
て
い

く
。

の
か
を
教
え

て
も
ら
い
た

い
。

役
員
選
出
に
苦
慮

高
砂
市
職  

吉
田
代
議
員

　

９
月
か
ら
、
単
組
新
執
行
部

が
発
足
し
た
が
、
主
要
な
役
員

が
未
だ
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。

役
員
の
負
担
の
多
さ
な
ど
原
因

は
様
々
あ
る
。
ま
た
、
政
治
活

動
に
お
い
て
組
織
内
議
員
の
活

動
は
極
め
て
重
要
だ
が
、
議
員

の
推
薦
の
方
法
に
つ
い
て
、
県

本
部
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
で
も
注
視
し

対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

学
童
保
育
の
勤
務
時
間
延
長

は
労
働
条
件
変
更
で
あ
り
、
労

使
協
議
が
必
要
。
変
更
後
、
問

題
が
あ
る
な
ら
再
び
労
使
協
議

で
改
善
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
課
題

で
は
雇
用
問
題
、
勤
勉
手
当
の

支
給
、
４
月
遡
及
の
実
施
、
60

歳
以
降
の
賃
金
引
き
下
げ
な
ど

多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
処
遇
の
改
善
に
は
、
ま
ず

組
織
強
化
・
拡
大
を
図
り
、
最

終
的
に
は
正
規
化
と
い
う
道
筋

を
持
ち
な
が
ら
前
進
し
て
行
っ

て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
職
場
改
善
の
取
り
組

み
に
お
い
て
は
、
職
場
で
の
議

論
と
団
結
が
重
要
。
そ
の
こ
と

が
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
。
統
一
闘
争
も
そ
う
だ
が
基

本
に
立
ち
返
り
闘
争
の
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。

　

政
治
闘
争
で
は
新
た
な
議
員

を
擁
立
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
、
各
単
組
の
協
力

を
要
請
し
た
い
。

　

単
組
役
員
選
出
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
単
組
で
の
取
り
組
み

が
基
本
だ
が
、
県
本
部
も
協
力

す
る
。
推
薦
議
員
に
つ
い
て
、

問
題
が
あ
れ
ば
報
告
し
て
も
ら

い
た
い
。
き
っ
ち
り
と
正
し
て

い
た
だ
く
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
代
議
員
か
ら

様
々
な
課
題
に
対
す
る
質
問
を

い
た
だ
い
た
。
質
問
の
重
さ
を

受
け
止
め
な
が
ら
、
各
取
り
組

み
の
強
化
を
進
め
る
。

今後2年間の役員体制を確立

山下新委員長を再選
新五役に森さん、中川さん、松本さん

執行委員長 
山下  忠之

（高砂市職）

副執行委員長 
森　 哲二
（兵庫県職労）

副執行委員長 
小原  王之

（神戸市従）

副執行委員長 
戎　　剛
（淡路市職労）

副執行委員長 
足立  育生

（神河町職）

副執行委員長 
中川  敬市

（丹波篠山市職労）

書 記 長 
尾西 亮太郎

（三田市職労）

書記次長 
松本  賀仁

（神戸市従）

執 行 委 員　中野由香理（県職ブロック・兵庫県職労）
　　同　　　麻生　勇樹（県職ブロック・国保労組）
　　同　　　小寺　忠則（神戸ブロック・神戸市職労）
　　同　　　北池　宏光（神戸ブロック・神戸市従）
　　同　　　橋本　維文（阪神淡路ブロック・三田市職労）
　　同　　　出口　　誠（阪神淡路ブロック・西宮水労）
　　同　　　宮本　義之（播磨ブロック・たつの市労連）
　　同　　　北川　寿一（播磨ブロック・稲美町職）
　　同　　　山本　陽一（但馬丹波ブロック・豊岡市職労）
　　同　　　村尾　友和（但馬丹波ブロック・八鹿病院職組）
　　同　　　国広　大樹（町職員組合連絡協議会・佐用町職）
　　同　　　松本　賀仁（現業評議会・神戸市従）
　　同　　　西本　斎弘（公営企業評議会・西宮水労）
　　同　　　澤田　拓実（衛生医療評議会・豊岡病院労組）
　　同　　　岡田　　大（政府関係労組評議会・社保労連兵庫支部）
　　同　　　山本三千子（臨時・非常勤職員等評議会・加東市臨嘱労）
　　同　　　今村龍乃介（青年部・稲美町職）
　　同　　　藤原　潤子（女性部・明石市職労）
　　同　　　植田　裕子（公営競技評議会・尼崎競艇労組）
　　同　　　津村　崇夫（公共サービス民間労組協議会・みのり労組）
　　同　　　西川　雅之（全国一般・全国一般兵庫労組）
　　同　　　奥　　博之（都市公共交通評議会・神戸交通労組）
　　同　　　秦　　信昭（県本部書記局・直属支部）
会計監査委員　平田　信夫（阪神淡路ブロック・猪名川町職）
　　同　　　松尾　雅史（播磨ブロック・加古川市職労）
　　同　　　安井　智士（但馬丹波ブロック・香美町職）

執
行
部
か
ら
の
答
弁

報
告
、方
針
に
対
し
16
人
が
発
言

仲
間
を
守
り
自
信
に
な
っ
た

い
た
み
指
労  

川
原
代
議
員


